
裁　 決　 書

上記審査請求人（以下「請求人」という。）かち平成２２年５月1,8 日付けをもって提

起された生活保護法（昭和/25 年法律第１４４号。以下「法」という。）第２６条の規定

に基づく生活保護廃止決定処分に係る審査請求につい･て、次のどおり裁決する。… …

主　　 文

＼伊賀市社会福祉事務所長が、諳求人に対し、平成２２年４月２７日にした生活保護廃止
抉走処]分を､取゛b消ず‘U… … …………………………… …　 …… … ……… … …　: ………:

不服の要旨

・　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　Ｉ　¶　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　ｒ　　　　　　　　　　 ・　　　　　　■　　ｉ１………審 査 請 求 の 趣 髫 … … … … ………Iヶ … … … こ　 匸　 ∧…
………I…… …j … ……

＝… … …………
…（｡｡　 ・｡ ・

ご伊 賀 市 社 会 福 祉 事 務 所 長 （以 下 耳 鰕 分 庁 丿个と い う 。）ﾚ が 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 ２ ７ 日 付 け で Ｔ
Ｉ　－　　　　　　　　　　 ■　　　　　，　　　　　　・　　　　　　　　・　　Ｉ　Ｉ　・ ・　　　　ｌ・　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　■　　　　　　■　　●　　　　　　　　　　　　　　　－

行 っ｡ た 法 第2  6 条 の 規 定 に 基 づ く 生 活 保 護 廃 止 決 定 処 分 （ 以 下j 「 本 件 処 分 」△と い う
Ｏ-
）レ

の 取 消 七 を 求 め る 。＼ …… … … ………: ‥‥ ‥　 ‥
‥‥ ‥‥:

‥
‥
‥‥‥ ‥‥‥‥

‥ ‥ ‥‥‥　 ‥

２　 審 査 請 求 の 理 由　　　 … … … …:▽1　　-:　 ｊ　 厂　･ ‥‥‥ ‥ ‥ ‥
‥ ‥ ‥ ‥ ‥

‥J …… …………j

＼ 請 求 人 に ぱ √ 収 入 とﾚし て は,: 年 金 収 入( 胃 額6 へ6, バ)  0  8 円) ／し か な ぐ ， 活 用 で き る
，ｌ　　・ ●　・　　　　　　　　　　　　　　１　　，．　　　　　　 １７　　　　　¶　　・　　　　　　　ｉ　　　 ●　　　－　ｉ． ．
ﾚ 資 産 も な い た め ，卜 法 に 定 め る 最 低 生 活 維 持 は 困 難 で あ り √ 本 件 処 分 は 適 法 で な い ． 犬

口
戸
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１　認定事実

裁決の理由

弓
懸

（ １ ） 処 分 庁 は 、 請 求 人 が 生 活 に､ 困 窮 し て い る と し て 、 平 成 ２ １ 年 ４ 月 ２ ７ 日 付 け で 生 活

‘ 保 護 の 開 始 の 決 定 を し たJ そ の 当 時 よ. り 、 請 求 人 は ㎜ と 同 居 し て い る ．

（ ２ ） 処 分 庁 は 、 同 居 人 で あ る ㎜ か ら 生 活 保 護 申 請 を 受 け 、 平 成 ２ １ 年 ６ 月 ８ 日 付

け で 生 活 保 護 の 開 始 の 決 定 を 行 っ た ． そ の 際 、皿 が 請 求 人 と １ つ の 部 屋 で 同 居

し て い る と い う 理 由 で 、 基 準 生 活 費 生 活 扶 助 基 準 の う ち 第 ２ 類 に 関 し て 、㎜ へ

万　の 単 独 で 支 給 さ れ る べ き 額 で は な く 、 ２ 人 世 帯 に 支 給 さ れ る べ き 額 と 単 独 世 帯 の 基 準

マ 支 給 さ れｰ（ い･ る 請 求 人 へ の 戈･ 給 額 と の 差 額 を㎜ に 対 い: 支 麟 す る こ と と･し ＼

た ．　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 卜

（ ３ ） 請 求 人 は √ 平 成 ２ １ 年 ７ 月 １ ４ 日 付 け で 療 育 手 帳 を 取 得 し 、 国 民 年 金 障 害 基 礎 年 金

受 給 を 申 請 し 、 平 成 ２ １ 年 １ １ 月 分 か ら 月 額6  6,  0  0  8 円 の 裁 定 を 受 け 受 給 開 始 と

十 な っ た ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヅ　　　 ．･ ．・ ・　･･
．　　　　　　　･ ．

（ ４ ） 処 分 庁 は 、 前 記 （ ３ ） め 事 実 を 受 け 、.同 一 世 帯 と み て い る ㎜ と 請 求 人 と を 併

ノ せ て 要 否 判 定 を 行r= ）､参 ． ．
．･
．　･･･　 ．･　　 ．･　　･･･ ．･．　･･ ．　･･　･万

ご ば 求 人 の 雁 金 収 入 月 額 ６ ６ ， ０ ０ ８ 凶 と皿 の 年 金 収 入 月 額 ６ ６ ， 0  0  8 円 を

併 せ る と 月 額 収 入 て卜 ３ 2,  0 １ ６ 円 と な り 、㎜ の 就 労 収 入 が 月 額 亅ｙｔ）、 Ｑ ０ ０
●　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

卜 円 程 度 （ 直 近 の 就 労 収 入 認 定 額 月 額9,  3  33 円 ） あ る こ と･、 請 求 人 が シ ル バ ー 人 材

センタこ一に登録し就労しようとする意欲があること、及 にお

い て 権 利 擁 貘 事 業 利 用 茹 よ り 管 理 右 れ て い る 両 者 の 預 金 合 計 が ２ｊ２ ３ 、 ２ ６ ６ 円 で あ

●　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　･|　　　　
・　　　　　 ●　　　　　　　　　　 Ｉ

●Ｉ　．　●･．　　　　　 ・　　　 ・　　　 ●　 ●　　　　 １１● Ｉ　　　｀　　Ｉ　●　　・　　　゛　　　　　 ●　　　　　．　　　　 ．
る こ と か ら 、

両 者 を 同 一 世 帯/ と し た 場 合 の 最 低 生 活 費 ば16 れ ＞ ８ ･･４ ０ 円 で あ り
、 収

入 の 合 計 は 最 低 生 活 費 に は 足 り な い も の の 、 少 な く ど も ！ Ｏ ヶ 月 程 度 はﾉ 自 立 で き る も
． Ｉ　　　　　　　　　　　 Ｉ　．　丶 ＩＩ　　　　 Ｉ　　　　’･ ■　　　　 ■Ｉ ●　　　　　　　　　 ●　　Ｉ ■　■　　 ．　　Ｉ

．　　　●．　　　Ｉ　　　 ．　　　 ＩＩ　　　　　　 ．　　　　　　　　　　　　 ・　　　･　Ｉ･ 〆
の と 考 え で 、 処 分 庁 は 平 成 ２ ３ 年 秦 月 ２ ７ 日 付 け で 本 件 処 分 を 行 う た ． ＝

２　 審 査 庁 の 判 断 ‥‥ ‥ ‥　　 ： ‥‥ ‥　　　　 ‥‥ ‥ ‥
‥　

‥‥　　
‥
‥!　　　　　　 … ……

Ｉ　　・　　　　　　　　　　　　　ｌ　・　　　　　　■　　　　　　　　。 ●　　　　　　　　　・
(工)/ 法 第 １ ０ 条 雉 、し

保 譏 り; 世 帯 を 単 位 と し て 、Tそ｡の 要 否 及 び 程 庠 を 定 め る ｸも゙ の と∧し 、に

／　 れ に よ り が た い 場 合 は 個 人 を 単 位 と し て 定 め る こ ど が で き る 旨 規 定 ル て い る･。 こ れ に

∧ 従 い 、 法 第 ２ ４ 条 に 基 づ く 保 護 の 申 請 に あ た･ つ 七 は4 世 帯 単 位 に よ る 申 請 を 原 則 と す

･･ ●●　。　　 〃　・　　　　　　。･　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　 ●　　　　●
犬 る･。 ま た 、 法 第 ３ Ｊ 条 第 ３ 項 及 び 法 第3 一3j条 第 ４ 項 啅 、 生 活 扶 助 及 び 住 恂 扶 助 は 、'世



１
１
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察
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帯 単 位 に 計 算 し 、世 帯 主 又 は こ れ に 準 ず る 者 に 対 し て 交 付 す る こ と を 原 則 と す る 旨 規

定 し て い る 。　　　　　 十　　　　　　　　　 ‥

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １
） 処 分 庁 は 、 請 求 人 の 保 護 の 申 請 に 対 し 、 単 独 世 帯 （ 個 人 ） と し て 保 護 の 開 始 決 定 を

し た 。 一 方 、 処 分 庁 は 、 同 居 人 で あ る㎜ か ら の 申 請 を 受 け て √ 請 求 人 と 同 居 し

て い る こ と を 理 由 に 同 一 世 帯 扱 い と 玉 て 保 護 費 の 調 整 を し て い る も の の 、世 帯 単 位 と

し て で は な く 、
㎜ 個 人 を 単 椏 と し て 保 護 の 開 始 決 定 を し て い る 。’つ ま り 、 請 求

人 個 人 を 単 位 と し た 生 活 保 護 の 変 更 を 行 い 、 両 者 を 同 一 の 世 帯 と 認 定 し 、 請 求 人 力●

皿 の い ず れ か を 世 帯 主 又 は こ れ に 準 ず る も の と し た う え で 、世 帯 を 単 位 と し た 保

１　　　　 １　　　　・
護 に 変 更 す る と い う よ う な こ と を 、 処 分 庁 は し て お ら ず 、 両 者 個 人 を 単 位 と し て 、そ

・　●･Ｉ　　　　　　　　　　●　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　／ ¶¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　■
二れ ぞ れ に 対 し 保 護 開 始 決 定 を し て お り 、 処 分 庁 が 、 両 者 を 同 一 世 帯 で あ る こ と を 前 提

と し て 生 活 保 護 を 行 っ て い る と は 認 め る こ と は で き な い 。
つ

な お 、 仮 に 同 一 世 帯 で あ る と 認 定 す る 場 合 は 、 同 一 の 住 居 に 居 住 す る だ け で な ぐ 、

生 計 を 一 に 七 て い る こ と を 要 す る が （生 活 保 護 法 に よ る 保 護 の 実 施 要 領 に つ い て　 第

１ （ 昭 和 ３ ６ 年 ４ 月 １ 日 厚 生 省 発 社 第 １ ２ ３ 号 厚 生 事 務 次 官 通 知 ） ） 、 処 分 庁 は 両 者

が 生 計 を Ｔ に し て い る
。
か 否 か に 関 し 調 査 、 確 認 し た う え で 、 丙 者 を 同 一 世 帯 で あ る と

認 定 し て Ｖ ヽる ど の 事 実 は 認 め ら れ な い 。つ　　　　　　　　 ・　 ト　　　　　 コ

（ ３ ）＼以 上 に よ り 、 請 求 人 と㎜ と が 生 計 を 一 に し て い る と は 確 認 で き な い こ と 、 穉
●　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　■　　　　　　　　　・　　　　　　Ｉ

に こ れ ま で･処 分 庁 自 身 が 、 一 り の 世 帯 を 単 位 と し て で は な く 、 両 者 個 人 を 単 位j と し 、、

そ れ ぞ れ に 生 活 保 護 の 決 定 を 行 い √ そ れ ぞ れ に 生 活 扶 助 の 交 付 を 行 っ て い た こ と 、 保

護 の 廃 止 決 定 で あ る 本 件 処 分 自 体 も 、個 人 を 単 位 と し て 両 者 が そ れ ぞ れ 行 わ れ て い る

厂以 上 、 両 者 を 法 上 の 同 一 の 世 帯 で あ る と み な す こ と は で き ず 、 処 分 庁 が 聊 求 人 と
㎜

≒ ㎜ と を 同
二 世 帯 と し て 、 要 否 判 定 を 行 っ た う え で な さ れ た 本 件 処 分 は 違 法 で あ る 。

３ ‘ 結 論　　　　　　 ヶ　.･..･･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･･

・ よ っ て √ 本 件 処 分 に は 違 法 又 は 不 正 な 点 が 認 めら れ る こ と か ら 、 行 政 不 服 審 査 法 （ 昭
ｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｉ　　　　　　　　　　　　　　－－和 ３ ７ 年 法 律 第 １ ６ ０ 号 ） 第 ４ ０ 条 第 β 項 の 規 定 に 基 づ き 主 文 の･ と お り 裁 決 す る ．
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